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11
月
15
日（
日
）
第
1
4
1
回
簿
記
検
定
試
験

11
月
16
日（
月
）
那
覇
市
特
別
報
酬
等
審
議
会
委
員

11
月
17
日（
火
）
青
年
海
外
協
力
隊
50
周
年
式
典

11
月
18
日（
水
）
観
光
土
産
品
認
定
審
査
会

11
月
22
日（
日
）
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

検
定
試
験

11
月
25
日（
水
）
県
融
資
制
度
研
究
会

11
月
26
日（
木
）
夕
学
講
座

「
組
織
人
材
か
ら〝
社
会
人
材
〟へ
」

11
月
27
日（
金
）
中
小
企
業
大
学
人
吉
校
運
営
会
議
委
員

11
月
29
日（
日
）
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
検
定
試
験

12
月
2
日（
水
）
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
人
材
育
成
研
修

12
月
3
日（
木
）
会
員
向
け
健
康
診
断

12
月
7
日（
月
）
叙
勲
褒
章
合
同
祝
賀
会

12
月
8
日（
火
）
九
商
連
総
会
正
副
会
長
懇
談
会

12
月
9
日（
水
）
経
営
改
善
セ
ン
タ
ー
監
査

12
月
13
日（
日
）
Ｂ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｃ・環
境
社
会
検
定

12
月
15
日（
火
）
夕
学
講
座

「
自
分
も
世
界
も
幸
せ
に
す
る
生
き
方
」

10
月
1
日（
木
）	

基
地
所
在
地
商
工
会
議
所
会
合

10
月
2
日（
金
）	

九
商
連　
専
務
理
事
会・懇
談
会

10
月
6
日（
火
）	

食
品
表
示
検
定
協
会
対
策
セ
ミ
ナ
ー（
中
級
）

	

組
織
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー

10
月
7
日（
水
）	

e
コ
マ
ー
ス
活
用
海
外
販
路
促
進
事
業

	

（
台
湾
催
事
）

10
月
8
日（
木
）	

中
華
民
國
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

10
月
9
日（
金
）	

ハ
ワ
イ
州
姉
妹
提
携
式
典・祝
賀
会

10
月
11
日（
日
）	

大
綱
挽

10
月
13
日（
火
）	

那
覇
め
し 

出
店
者
説
明
会

10
月
14
日（
水
）	

那
覇
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
依
属
状
交
付
式

10
月
15
日（
木
）	

商
店
街
事
務
連
絡
会
議

10
月
16
日（
金
）	

ジ
ョ
ブ
カ
ー
ド
運
営
本
部
会
議

10
月
18
日（
日
）	

情
報
処
理
試
験

10
月
21
日（
水
）	

第
２
回
知
的
資
産
活
用
検
討
委
員
会

10
月
22
日（
木
）	

再
生
支
援
協
議
会
九
州
ブ
ロ
懇
親
会

10
月
23
日（
金
）	

産
業
ま
つ
り
祈
願
祭
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

10
月
25
日（
日
）	

第
2
0
5
回
珠
算
検
定
試
験

10
月
27
日（
火
）	

世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
実
行
委
員
会

10
月
29
日（
木
）	

楽
天
大
学
海
外
販
売
特
訓
講
座

10
月
30
日（
金
）	

地
球
温
暖
化
対
策
協
議
会

11
・
12
月
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

事
務
局
日
誌
《
10
月
》
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組
織
力
の
向
上
に
は
自
己
の
強
み

を
知
り
、
強
い
チ
ー
ム
作
り
が
必
要

で
あ
る
。

　

中
小
企
業
相
談
部
で
は
、
十
月
六

日
（
火
）
会
議
所
ホ
ー
ル
で
「
組
織

力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
た
。（
参

加
者
・
二
〇
名
）

　

講
師
の
プ
ラ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ズ
代
表
の
島
袋
十
史
樹
氏
は
、

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
中
間
管
理
職
）
と

し
て
重
要
な
こ
と
は
、「
決
定
事
項
だ

か
ら
・
社
長
が
言
っ
て
い
る
か
ら
・

と
に
か
く
や
っ
て
く
れ
」
で
は
部
下

は
動
か
な
い
。

　

情
報
を
現
場
が
受
け
や
す
い
形
に

加
工
し
て
、
自
分
の
言
葉
で
伝
え
る

こ
と
が
大
事
。

　

現
場
情
報
や
顧
客
情
報
を
的
確
に

上
層
部
に
伝
達
す
る
こ
と
で
、
会
社

と
し
て
の
意
思
決
定
や
計
画
的
な
事

業
計
画
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

質
の
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
浸
透
す
る
こ
と
で
、
組
織
の
強
化

と
利
益
が
得
ら
れ
る
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、「
自
分
の
強
み
が
見
つ
か
る

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
や
、
強
み
を
チ

ー
ム
で
活
か
す
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な

ど
実
践
的
な
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
た
。

琉球いろは歌

程順則（名護親方）は進貢使節として中国に渡り、人として身につけな
ければならない「六

りく
論
ゆ
衍
えん
義
ぎ
」を久米村に持ち帰り、最初の公立学校とな

る明倫堂を建て六論の教えを伝えた。多くの人々に広めようと「八・八・
八・六」の琉歌に詠み、いろは順に並べたのが「琉球いろは歌」です。この教えは、薩摩藩の島津藩主
を通じて江戸幕府の八代将軍吉宗へ伝えられ、道徳の教科書として寺子屋で使われました。
※引用　こころに留めたい「琉球いろは歌」47の言葉　琉球朝日放送編

戦前の明倫堂（現会議所近辺）
［写真提供：那覇市歴史博物館］

常
ちににうみちみり
に思詰みり　人

ふぃとぅぬならわしや
の習わしは

童
わらびしぬちむどぅ
しの肝と　地

ぢふくさらみ
幅さらめ

【訳】	常々考えを深くして、日々の暮らし方の基準は、
子供のような純真な心が基本というものでしょ
う。

組
織
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
　
社
員
一
丸
で
チ
ー
ム
を
高
め
る
！

消
費
税
転
嫁
対
策
窓
口
相
談
事
業

組織力向上セミナー／講師の島袋十史樹氏
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前
回
は
、
通
知
開
始
時
の
注
意
点
や
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
取
得
時
の
利
用
目
的
の
通
知
に
つ
い

て
解
説
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
事

業
所
に
お
け
る
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
取
得
時
の
ポ

イ
ン
ト
を
解
説
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
前
回
で
も
述
べ
ま
し
た
が
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
利
用
す
る
事
務
は
厳
し
く
制
限
さ
れ
て

お
り
、
①
社
会
保
障
、
②
税
、
③
災
害
対
策
の

３
つ
の
分
野
に
関
す
る
手
続
き
書
類
の
作
成
事

務
を
行
う
必
要
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
本
人
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
際
に
は
利
用
目
的
の
明
示
と
と
も

に
、
な
り
す
ま
し
な
ど
の
防
止
の
た
め
に
本
人

確
認
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
本
人
確
認
の
方
法
も
厳
格
に
決
め
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
番
号
が
正
し

い
番
号
が
ど
う
か
の
確
認
「
①
番
号
確
認
」
と
、

そ
の
手
続
き
を
行
っ
て
い
る
者
が
そ
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
正
し
い
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
の
確
認

「
②
身
元
確
認
」
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
①
、
②
の
２
つ
を
同
時
に
行
え
る
の

が
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
で
す
。

　
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
は
、
平
成
28
年
１
月

以
降
希
望
者
に
発
行
さ
れ
る
カ
ー
ド
で
、
表
面

に
顔
写
真
と
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
性
別

が
記
載
さ
れ
、
裏
面
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載

さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
裏
面
で
「
①
番
号
確

認
」、
表
面
で
「
②
身
元
確
認
」
が
行
え
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
の
申
請

書
が
住
所
や
氏
名
な
ど
を
印
字
し
た
上
で
、
平

成
27
年
10
月
以
降
に
住
民
票
の
住
所
地
に
簡
易

書
留
で
届
く
通
知
に
同
封
さ
れ
ま
す
。
希
望
者

は
こ
の
申
請
書
に
署
名
ま
た
は
押
印
を
し
、
写

真
を
添
付
の
上
、
送
付
す
る
と
無
料
で
「
個
人

番
号
カ
ー
ド
」
の
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
平

成
28
年
１
月
以
降
に
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
受
け

取
り
通
知
が
届
い
た
ら
、
各
市
町
村
の
窓
口
で

受
け
取
り
ま
す
。
ま
た
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の

有
効
期
限
は
、
20
歳
以
上
が
10
年
、
20
歳
未
満

が
５
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
前
回
、
年
末
調
整
が
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
収
集
の
機
会
と
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

こ
の
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
の
発
行
は
平
成
28

年
１
月
以
降
と
な
り
ま
す
の
で
、
今
年
末
の
場

合
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
以
外
の
本
人
確
認
の

方
法
と
な
る
で
し
ょ
う
。
個
人
番
号
カ
ー
ド
が

無
い
場
合
は
、
原
則
と
し
て
「
①
番
号
確
認
」

を
「
通
知
カ
ー
ド
」
か
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載

の
住
民
票
」
で
、「
②
身
元
確
認
」
を
「
運
転

免
許
証
」
か
「
パ
ス
ポ
ー
ト
」
な
ど
で
行
う
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
住
民
票
へ
の
記
載
は
平
成
28
年
１
月
以

降
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
年
末
の
「
①
番

号
確
認
」
は
「
通
知
カ
ー
ド
」
の
み
と
な
り
そ

う
で
す
。

　

そ
れ
で
は
「
運
転
免
許
証
」
や
「
パ
ス
ポ
ー

ト
」
を
持
っ
て
い
な
い
場
合
な
ど
は
ど
う
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て

詳
細
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
３
分
野
の
事

務
の
う
ち
②
の
税
分
野
に
つ
い
て
国
税
庁
（
税

分
野
の
個
人
番
号
利
用
事
務
実
施
者
）
が
「
国

税
分
野
に
お
け
る
番
号
法
に
基
づ
く
本
人
確
認

方
法
」
を
公
表
し
て
い
ま
す
の
で
こ
こ
に
書
か

れ
た
例
示
に
従
っ
て
本
人
確
認
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
①
社
会
保
障
分
野
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
７
月
14
日
現
在
、
厚
生
労
働
省
（
社

会
保
障
分
野
の
個
人
番
号
利
用
事
務
実
施
者
）

か
ら
こ
れ
ら
の
基
準
は
公
表
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
従
っ
て
、
①
の
社
会
保
障
分
野
に
お
け
る

本
人
確
認
の
仕
方
は
原
則
通
り
の
方
法
と
な
り

ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
②
の
税
分
野
に
お
け
る
、「
扶
養
控

除
等
申
告
書
」
の
会
社
へ
の
提
出
義
務
者
は
従

業
員
と
な
る
た
め
、
本
人
確
認
は
従
業
員
の
み

で
よ
く
、
扶
養
親
族
の
本
人
確
認
は
会
社
が
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
対
し
、
国
民

年
金
の
第
３
号
被
保
険
者
の
届
け
出
は
会
社
へ

の
提
出
義
務
者
は
配
偶
者
で
あ
る
第
３
号
被
保

険
者
と
な
る
た
め
、
従
業
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

と
配
偶
者
で
あ
る
第
３
号
被
保
険
者
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
両
方
の
本
人
確
認
が
必
要
で
す
。

　

さ
ら
に
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
こ
の

と
き
に
従
業
員
が
配
偶
者
で
あ
る
第
３
号
被
保

険
者
に
代
わ
っ
て
提
出
す
る
場
合
、
代
理
人
と

な
る
た
め
、
①
代
理
権
、
②
代
理
人
の
身
元
確

認
、
③
本
人
の
番
号
確
認
の
３
つ
を
確
認
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
対
面
で
の
確
認
に

は
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」「
通
知
カ
ー
ド
」「
運

転
免
許
証
」
や
「
パ
ス
ポ
ー
ト
」
な
ど
は
現
物

の
提
示
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
が

必
要
で
す
。

　
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
は
本
人
確
認
に
も
便

利
な
の
で
、
ぜ
ひ
無
料
で
交
付
を
受
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。特

定
社
会
保
険
労
務
士

小
林　
元
子

厳
格
な
本
人
確
認
方
法

解
説
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
　
第
６
回
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要
領
を
得
ず
ダ
ラ
ダ
ラ
と
話
す
人
は

嫌
わ
れ
ま
す
。
特
に
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン

に
お
い
て
は
、
マ
ナ
ー
違
反
と
い
う
よ

り
も
「
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
能
力
不

足
」
の
烙
印
（
ら
く
い
ん
）
を
押
さ
れ

て
し
ま
う
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。「
で

も
、
簡
潔
に
話
す
こ
と
な
ん
て
誰
に
で

も
で
き
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
」
と
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
良
い
方
法
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

ピ
ッ
チ
」
で
す
。

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ピ
ッ
チ
は
、「
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
行
き
先
階
に
着
く
15
〜
30

秒
の
間
に
、
簡
潔
に
伝
え
る
話
し
方
」

の
テ
ク
ニ
ッ
ク
。
ア
メ
リ
カ
・
シ
リ
コ

ン
バ
レ
ー
で
は
「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ピ
ッ

チ
が
で
き
な
い
人
は
、
起
業
家
と
し
て

生
き
残
れ
な
い
」
と
ま
で
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
商
品
を

取
り
扱
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を

相
手
に
訴
求
で
き
な
け
れ
ば
何
の
意
味

も
な
い
の
で
す
。

　
５
回
シ
リ
ー
ズ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
シ

ー
ン
で
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ピ
ッ
チ
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
「
自
己
紹
介
編
」

で
す
。

　
ま
ず
考
え
る
べ
き
は
、「
自
己
紹
介

を
す
る
相
手
は
誰
な
の
か
（
自
社
の
上

役
か
、
同
僚
や
後
輩
か
、
あ
る
い
は
他

社
の
人
間
か
、
仕
事
と
は
関
係
の
無
い

人
か
、
な
ど
）」
で
す
。
そ
れ
か
ら
、

会
話
の
地
図
に
当
た
る
「
Ｇ
Ｔ
Ｃ
メ
モ
」

を
ノ
ー
ト
な
ど
の
紙
か
、
頭
の
中
に
書

き
留
め
ま
す
。
Ｇ
Ｔ
Ｃ
と
は
、
Ｇ
＝
ｇ

ｏ
ａ
ｌ
（
自
分
の
目
的
）・
Ｔ
＝
ｔ
ａ

ｒ
ｇ
ｅ
ｔ
（
相
手
が
得
た
い
も
の
）・

Ｃ
＝
ｃ
ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｃ
ｔ
（
自
分
と
相
手

を
つ
な
ぐ
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
）
を
意

味
し
ま
す
。

　
例
え
ば
、話
を
す
る
人
が
「
転
職
者
」、

相
手
は
「
経
営
者
」
と
し
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
で
Ｇ
Ｔ
Ｃ
メ
モ
を
書
き
出
し
て
い

く
わ
け
で
す
が
、「
Ｇ
」
は
「
経
営
者

に
認
め
ら
れ
、
新
し
い
職
場
で
活
躍
し

て
い
き
た
い
」
な
ど
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
、「
Ｔ
」
は
、
転
職
者
を
採
用
す

る
こ
と
で
「
組
織
に
新
し
い
風
を
巻
き

起
こ
し
て
ほ
し
い
」「
即
戦
力
と
し
て

貢
献
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
こ
と
で

す
。
そ
う
な
る
と
、「
Ｃ
」
は
、「
強
気

な
く
ら
い
に
頼
り
が
い
の
あ
る
発
言
」

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
逆
に
、
同
僚

や
先
輩
な
ど
に
は
強
気
発
言
は
Ｎ
Ｇ
で

す
。「
和
」
を
重
ん
じ
る
発
言
が
求
め

ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
さ
て
、
Ｇ
Ｔ
Ｃ
メ
モ
が
書
き
上
げ
ら

れ
た
ら
、
続
い
て
は
「
構
成
」
で
す
。

「
①
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
」「
②
③
④
会
話
の

ポ
イ
ン
ト
」「
⑤
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
」
の

よ
う
に
構
成
す
る
と
簡
潔
に
な
り
ま

す
。
上
記
の
例
で
い
う
な
ら
、
①
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
で
「
▲
▲
社
か
ら
転
職
し
て

き
た
●
●
で
す
」
と
、
何
者
で
あ
る
か

を
ま
ず
伝
え
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、②
「
前

職
で
は
販
売
促
進
課
で
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
担
当

し
、
営
業
教
育
全
般
を
任
さ
れ
て
い
ま

し
た
」、
③
「
業
務
に
早
く
慣
れ
、
自

分
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
っ
か
り
と

発
揮
で
き
る
よ
う
に
し
て
ま
い
り
ま

す
」、
④
「
そ
れ
か
ら
、
会
社
全
体
の

生
産
性
を
上
げ
る
こ
と
に
貢
献
し
て
ま

い
り
ま
す
」
と
、
経
営
者
に
対
す
る
自

己
紹
介
の
ポ
イ
ン
ト
を
話
し
ま
す
。
そ

し
て
、
⑤
の
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
で
「
こ
の

会
社
の
エ
ー
ス
級
の
後
進
を
育
て
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
た
く
ま
し
く

宣
言
を
し
ま
す
。

う
で
す
か
。
た
だ
単
純
に
名
前
や
経
歴

を
述
べ
る
だ
け
の
自
己
紹
介
と
は
一
線

を
画
す
こ
と
が
お
分
か
り
い
た
だ
け
た

で
し
ょ
う
か
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ピ
ッ
チ

は
話
の
目
的
を
達
成
で
き
る
話
し
方
な

の
で
す
。

美
月

　あ
き
こ
／
み
づ
き
・
あ
き
こ
　

　人
財
育
成
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・AllAbout

「
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
」
ガ
イ
ド
。
大
学
卒
業
後
、
国
際

線
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
（CA

）
と
し
て
十
七

年
間
勤
務
。
二
〇
〇
四
年
に
起
業
。CA

経
験
者
約

五
六
〇
〇
人
を
母
集
団
に
持
つ
「CA-STYLE

」
を

主
宰
。
企
業
の
顧
客
満
足
度
調
査
や
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
調
査
な
ど
に
よ
っ
て
得
た
顧
客
の
期
待
と
知

覚
品
質
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
を
は
じ
め
、
信
頼
性

や
共
感
性
な
ど
サ
ー
ビ
ス
品
質
に
お
け
る
六
つ
の

次
元
と
収
束
性
か
ら
顧
客
満
足
度
を
数
値
化
し
、

CA

経
験
者
の
感
性
を
付
加
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
。
著
書
に
『
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
に
乗
る
人

の
シ
ン
プ
ル
な
習
慣
』（
祥
伝
社
）、『
た
っ
た
一
分

で
う
ち
と
け
、
三
〇
分
以
上
会
話
が
つ
づ
く
話
し

方
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）
な
ど
。

人材育成コンサルタント
美月　あきこ
( みづき・あきこ)

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ピ
ッ
チ
①
自
己
紹
介
編
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　企業に女性管理職が占める割合の数値目標の設定などを義務付ける「女性活躍推進法」
が８月に成立しました。同法の施行は、「女性の活躍」を中核に掲げる政府の成長戦略の
一環として注目すべきものです。首相官邸ホームページで公開されている資料によれば、
日本の企業における女性管理職の割合は 11.1％（平成 24 年）とかなり低い数値。先進国
の平均は 4 割程度ですし、アジアでもフィリピン、シンガポール、マレーシアなど、日本
より女性管理職の占める割合が高い国はたくさんあります。この前提は理解しておく必要
があります。
　今後は従業員 301 人以上の企業に、職場における「女性の採用比率」「勤続年数の男女
差」「労働時間の男女差」「管理職に占める女性の割合」などについての状況を把握・分析
することが義務付けられます。さらに改善への取り組みや数値目標を盛り込んだ「行動計
画」の策定、女性の活躍に関する情報も公表しなければならなくなります。一方で、従業
員の少ない中小企業は、今回の法律では「努力義務」が課せられているのみとなっています。
そのため、「どの程度影響かあるのか？」と懸念する声もありますが、人手不足が慢性化
している状況などを踏まえて、女性の活躍する機会を会社が積極的に増やす動きは各地で
加速的に増えつつあります。
　例えば、九州の製茶会社では、日本茶離れを食い止めるための新ブランドを女性責任者
に任せました。すると、出来上がった「お菓子のような包装」が地元で話題になりました。
住宅業界では、「子育てに適した住まい」を女性従業員に企画させたところ、創意工夫の
ちりばめられた商品が完成したという話もあります。このように、女性の活躍機会が増え
ることで日本経済の潜在的な需要を喚起することも期待できそうです。
　こうした動きを踏まえて、経営者は女性の活躍推進に関わる人脈を広げておくべきでは
ないでしょうか？ 女性従業員の採用、あるいは管理職が女性の活躍を推進するための指導
法など、取り組むべきテーマがたくさんあるはず。すでに女性が活躍する会社の経営者や、
女性活躍のための育成プログラムを開発する人材コンサルタント、あるいは他社で活躍す
る女性管理職と接点を持つことなど、社内でも生かせることがたくさんあるはず。時代の
変化を先取りする意識で積極的に動いてみてはいかがでしょうか？

高城　幸司／たかぎ・こうじ
　1964年生まれ。同志社大学文学部卒業後、株式会社リクルートに入社。六期連続トップセールスに輝き、「伝
説のトップセールスマン」と呼ばれる。96年に日本初の独立／起業の情報誌「アントレ」を立ち上げ、事業部長、
編集長を歴任。その後、独立し、人事コンサルティング会社をはじめ三社の経営に携わる。現在は企業に対する人
材育成、人事戦略の策定などを行っている。

株
式
会
社
セ
レ
ブ
レ
イ
ン 

代
表
取
締
役
社
長

高

　城

　幸

　司

「“女性の活躍推進 ”を社内で生かすために」

書道家・武田　双雲（たけだ・そううん）
　書道家。熊本育ち。３歳から母である双葉（そうよう）に師事。東京理科大学、ＮＴＴ退社後、ストリートからはじめる。
ＮＨＫ大河ドラマ「天地人」や世界遺産「平泉」など数々の題字を手がける。全国でユニークな個展を開催。著書は、
作品集【絆】、【上機嫌のすすめ】など20を超える。書道教室は約３００名（２００５年より満席状態が続く）。公式
ブログ「書の力」のアクセス数は、１日５万を超える。⇒ http://ameblo.jp/souun

書道家・武田　双雲（たけだ・そううん）
　書道家。熊本育ち。３歳から母である双葉（そうよう）に師事。東京理科大学、ＮＴＴ退社後、ストリートからはじめる。
ＮＨＫ大河ドラマ「天地人」や世界遺産「平泉」など数々の題字を手がける。全国でユニークな個展を開催。著書は、
作品集【絆】、【上機嫌のすすめ】など20を超える。書道教室は約３００名（２００５年より満席状態が続く）。公式
ブログ「書の力」のアクセス数は、１日５万を超える。⇒ http://ameblo.jp/souun

日本語のご自愛くださいという言葉が大好きだ。
自分を愛することが他人を愛する
そして愛される一番の近道なのだと思う。

紙
切
り
に
感
動
・
落
語
に
爆
笑
！

う
ま
ん
ち
ゅ
共
済
制
度
還
元
事
業
「
笑
々
・
メ
ン
ソ
ー
レ
寄
席
2
0
1
5
」

林家彦いち 林家二楽 北山亭メンソーレ 志ぃさー

一
〇
月
一
日
（
木
）、
結
の
街
・
浦

添
商
工
会
議
所
で
、
う
ま
ん
ち
ゅ
共

済
制
度
還
元
事
業
の
一
環
と
し
て

「
笑
々
・
メ
ン
ソ
ー
レ
寄
席
」
を
開
催

し
た
。

　

う
ち
な
～
噺
家
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
北
山
亭
メ
ン
ソ
ー
レ
や
、
志
ぃ

さ
ー
（
藤
木
勇
人
）、
落
語
家
の
林
家

彦
い
ち
、
鮮
や
か
な
鋏
さ
ば
き
で
一

枚
の
紙
を
お
客
様
の
リ
ク
エ
ス
ト
に

応
じ
、
即
興
で
見
事
に
仕
上
げ
て
い

く
紙
切
り
の
林
家
二
楽
が
出
演
。

　

観
客
は
落
語
の
世
界
に
引
き
込
ま

れ
、
会
場
に
は
笑
い
声
が
響
き
渡
っ

た
。
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員の少ない中小企業は、今回の法律では「努力義務」が課せられているのみとなっています。
そのため、「どの程度影響かあるのか？」と懸念する声もありますが、人手不足が慢性化
している状況などを踏まえて、女性の活躍する機会を会社が積極的に増やす動きは各地で
加速的に増えつつあります。
　例えば、九州の製茶会社では、日本茶離れを食い止めるための新ブランドを女性責任者
に任せました。すると、出来上がった「お菓子のような包装」が地元で話題になりました。
住宅業界では、「子育てに適した住まい」を女性従業員に企画させたところ、創意工夫の
ちりばめられた商品が完成したという話もあります。このように、女性の活躍機会が増え
ることで日本経済の潜在的な需要を喚起することも期待できそうです。
　こうした動きを踏まえて、経営者は女性の活躍推進に関わる人脈を広げておくべきでは
ないでしょうか？ 女性従業員の採用、あるいは管理職が女性の活躍を推進するための指導
法など、取り組むべきテーマがたくさんあるはず。すでに女性が活躍する会社の経営者や、
女性活躍のための育成プログラムを開発する人材コンサルタント、あるいは他社で活躍す
る女性管理職と接点を持つことなど、社内でも生かせることがたくさんあるはず。時代の
変化を先取りする意識で積極的に動いてみてはいかがでしょうか？

高城　幸司／たかぎ・こうじ
　1964年生まれ。同志社大学文学部卒業後、株式会社リクルートに入社。六期連続トップセールスに輝き、「伝
説のトップセールスマン」と呼ばれる。96年に日本初の独立／起業の情報誌「アントレ」を立ち上げ、事業部長、
編集長を歴任。その後、独立し、人事コンサルティング会社をはじめ三社の経営に携わる。現在は企業に対する人
材育成、人事戦略の策定などを行っている。

株
式
会
社
セ
レ
ブ
レ
イ
ン 

代
表
取
締
役
社
長

高

　城

　幸

　司

「“女性の活躍推進 ”を社内で生かすために」
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新
潟
市
の
郊
外
に
あ
る
亀
田
工
業
団
地

の
一
角
に
「
大
谷
」
と
い
う
社
名
の
企
業

が
あ
る
。
主
事
業
は
印
章
の
製
造
販
売
で
、

こ
の
分
野
で
は
全
国
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
企

業
で
あ
る
。
業
績
も
す
こ
ぶ
る
好
調
で
売

上
高
は
27
億
円
、
経
常
利
益
は
約
４
億

円
、
そ
の
売
上
高
対
経
常
利
益
率
は
何
と

16
％
だ
。
依
然
と
し
て
、
わ
が
国
企
業
の

約
70
％
は
赤
字
基
調
と
い
う
中
で
、
驚
く

べ
き
高
業
績
で
あ
る
。

　
同
社
の
創
業
は
昭
和
26
（
１
９
５
１
）

年
、
現
会
長
で
あ
る
大
谷
勝
彦
さ
ん
の
母

親
が
、
貧
し
い
暮
ら
し
の
中
、「
少
し
で
も

生
活
の
足
し
に
な
れ
ば
」
と
内
職
的
に
ス

タ
ー
ト
し
て
い
る
。
母
の
あ
ま
り
の
苦
労

を
見
て
育
っ
た
現
会
長
は
、
一
日
も
早
く

母
を
楽
に
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
い
う
一
心

で
、
進
学
を
断
念
。
中
学
校
を
卒
業
す
る

や
い
な
や
、
岩
手
県
の
印
章
メ
ー
カ
ー
に

修
業
に
出
て
い
る
。

　
厳
し
い
修
業
の
後
、
故
郷
に
戻
り
、
41

年
に
現
在
の
大
谷
を
設
立
。
従
業
員
は
母

親
と
自
分
だ
け
で
、
お
店
は
非
常
に
小
さ

く
、
わ
ず
か
３
坪
で
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た

も
の
の
、
そ
の
当
時
か
ら
夢
だ
け
は
大
き

か
っ
た
。
同
業
者
の
会
合
で
は
い
つ
も「
日

本
一
の
は
ん
こ
屋
に
な
る
」
と
夢
を
語
り
、

業
界
仲
間
か
ら
は
大
ぼ
ら
吹
き
と
言
わ
れ

た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
努

力
と
苦
労
が
実
り
、
今
や
日
本
屈
指
の
は

ん
こ
屋
に
ま
で
成
長
発
展
し
て
い
る
。
加

え
て
言
え
ば
、
同
社
は
障
が
い
者
雇
用
の

面
で
も
、
非
常
に
有
名
な
企
業
で
、
す
で

に
40
年
以
上
に
わ
た
り
法
定
雇
用
率
を
は

る
か
上
回
っ
て
い
る
。

　
同
社
の
成
長
発
展
の
要
因
は
多
々
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
２
点
に
絞
り
述
べ
る
こ
と

に
す
る
。

　
第
１
点
は
、
同
社
の
掲
げ
た
目
標
が
良

か
っ
た
か
ら
と
い
え
る
。
同
社
の
掲
げ
た

目
標
は
3
つ
あ
る
。

　
具
体
的
に
言
う
と
、「
お
客
さ
ま
に
喜

び
と
満
足
と
感
動
を
与
え
る
職
場
づ
く

り
」「
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り
と
社

員
の
幸
福
を
目
指
す
」「
社
会
福
祉
に
貢

献
す
る
集
団
を
つ
く
る
」
だ
。
規
模
や
業

績
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
目
標
を
高
ら
か

に
掲
げ
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
高
付

加
価
値
経
営
を
、
全
社
員
と
協
働
し
、
愚

直
一
途
に
実
践
し
て
き
た
こ
と
が
成
功
の

要
因
と
い
え
る
。

　
第
２
点
は
、
大
谷
会
長
の
「
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
経
営
」
で
あ
る
。
大
企
業
・
中
小

企
業
を
問
わ
ず
、
自
身
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
「
権
威
」
や
「
権
限
」
で
発
揮
し
よ

う
と
考
え
る
経
営
者
が
少
な
か
ら
ず
存

在
す
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
間
違
い
で
あ
る
。

そ
れ
ば
か
り
か
、
そ
の
よ
う
な
間
違
っ
た

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
経
営
を
続
け
て
い
た
ら
、

逆
に
社
員
の
反
発
心
や
不
信
感
を
増
幅
さ

せ
て
し
ま
う
。
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
低
下
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
業
績
も
低

下
し
て
し
ま
う
こ
と
は
目
に
見
え
て
い
る
。

　
大
谷
会
長
は
、「
自
分
が
社
員
な
ら
ば

…
…
」「
自
分
が
社
員
の
家
族
で
あ
る
な
ら

ば
…
…
」
を
、
常
に
肝
に
銘
じ
、
経
営
の

軸
を
「
業
績
」
で
は
な
く
、「
幸
せ
」
に
置
き
、

経
営
を
実
践
し
て
き
た
。
そ
の
例
を
示
す

と
、「
全
社
員
へ
の
ガ
ラ
ス
張
り
経
営
」「
最

も
快
適
な
空
間
に
快
適
な
社
員
食
堂
を
設

置
」「
最
も
大
切
な
社
員
の
入
り
口
は
通

用
門
か
ら
で
は
な
く
玄
関
か
ら
」。
さ
ら
に

は
「
窓
も
な
い
事
務
所
の
片
隅
に
あ
る
小

さ
な
社
長
の
席
」
な
ど
だ
。
大
谷
会
長
が
、

経
営
者
の
最
大
の
使
命
と
責
任
は
「
社
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
こ
と
」
と

考
え
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
あ
ろ
う
。

坂
本
光
司
／
さ
か
も
と
・
こ
う
じ

　一
九
四
七
年
生
ま
れ
。
福
井
県
立
大

学
教
授
、
静
岡
文
化
芸
術
大
学
教
授
な

ど
を
経
て
、
二
〇
〇
八
年
四
月
よ
り
法

政
大
学
大
学
院
政
策
創
造
研
究
科
（
地

域
づ
く
り
大
学
院
）
教
授
、
同
静
岡
サ

テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
長
お
よ
び
同
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究

科
兼
担
教
授
。
他
に
、
国
や
県
、
市
町
、

商
工
会
議
所
な
ど
の
審
議
会
・
委
員
会

の
委
員
を
多
数
兼
務
し
て
い
る
。
専
門

は
中
小
企
業
経
営
論
・
地
域
経
済
論
・

産
業
論
。
著
書
に
『
日
本
で
い
ち
ば
ん

大
切
に
し
た
い
会
社
』（
あ
さ
出
版
）、『
こ

の
会
社
は
な
ぜ
快
進
撃
が
続
く
の
か
』

（
か
ん
き
出
版
）
な
ど
。

人
に
優
し
い
経
営
で
、
日
本
一
の
は
ん
こ
屋
に
な
っ
た
大
谷

法政大学大学院
政策創造研究科
教授坂本光司

法政大学大学院
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新
潟
市
の
郊
外
に
あ
る
亀
田
工
業
団
地

の
一
角
に
「
大
谷
」
と
い
う
社
名
の
企
業

が
あ
る
。
主
事
業
は
印
章
の
製
造
販
売
で
、

こ
の
分
野
で
は
全
国
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
企

業
で
あ
る
。
業
績
も
す
こ
ぶ
る
好
調
で
売

上
高
は
27
億
円
、
経
常
利
益
は
約
４
億

円
、
そ
の
売
上
高
対
経
常
利
益
率
は
何
と

16
％
だ
。
依
然
と
し
て
、
わ
が
国
企
業
の

約
70
％
は
赤
字
基
調
と
い
う
中
で
、
驚
く

べ
き
高
業
績
で
あ
る
。

　
同
社
の
創
業
は
昭
和
26
（
１
９
５
１
）

年
、
現
会
長
で
あ
る
大
谷
勝
彦
さ
ん
の
母

親
が
、
貧
し
い
暮
ら
し
の
中
、「
少
し
で
も

生
活
の
足
し
に
な
れ
ば
」
と
内
職
的
に
ス

タ
ー
ト
し
て
い
る
。
母
の
あ
ま
り
の
苦
労

を
見
て
育
っ
た
現
会
長
は
、
一
日
も
早
く

母
を
楽
に
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
い
う
一
心

で
、
進
学
を
断
念
。
中
学
校
を
卒
業
す
る

や
い
な
や
、
岩
手
県
の
印
章
メ
ー
カ
ー
に

修
業
に
出
て
い
る
。

　
厳
し
い
修
業
の
後
、
故
郷
に
戻
り
、
41

年
に
現
在
の
大
谷
を
設
立
。
従
業
員
は
母

親
と
自
分
だ
け
で
、
お
店
は
非
常
に
小
さ

く
、
わ
ず
か
３
坪
で
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た

も
の
の
、
そ
の
当
時
か
ら
夢
だ
け
は
大
き

か
っ
た
。
同
業
者
の
会
合
で
は
い
つ
も「
日

本
一
の
は
ん
こ
屋
に
な
る
」
と
夢
を
語
り
、

業
界
仲
間
か
ら
は
大
ぼ
ら
吹
き
と
言
わ
れ

た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
努

力
と
苦
労
が
実
り
、
今
や
日
本
屈
指
の
は

ん
こ
屋
に
ま
で
成
長
発
展
し
て
い
る
。
加

え
て
言
え
ば
、
同
社
は
障
が
い
者
雇
用
の

面
で
も
、
非
常
に
有
名
な
企
業
で
、
す
で

に
40
年
以
上
に
わ
た
り
法
定
雇
用
率
を
は

る
か
上
回
っ
て
い
る
。

　
同
社
の
成
長
発
展
の
要
因
は
多
々
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
２
点
に
絞
り
述
べ
る
こ
と

に
す
る
。

　
第
１
点
は
、
同
社
の
掲
げ
た
目
標
が
良

か
っ
た
か
ら
と
い
え
る
。
同
社
の
掲
げ
た

目
標
は
3
つ
あ
る
。

　
具
体
的
に
言
う
と
、「
お
客
さ
ま
に
喜

び
と
満
足
と
感
動
を
与
え
る
職
場
づ
く

り
」「
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り
と
社

員
の
幸
福
を
目
指
す
」「
社
会
福
祉
に
貢

献
す
る
集
団
を
つ
く
る
」
だ
。
規
模
や
業

績
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
目
標
を
高
ら
か

に
掲
げ
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
高
付

加
価
値
経
営
を
、
全
社
員
と
協
働
し
、
愚

直
一
途
に
実
践
し
て
き
た
こ
と
が
成
功
の

要
因
と
い
え
る
。

　
第
２
点
は
、
大
谷
会
長
の
「
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
経
営
」
で
あ
る
。
大
企
業
・
中
小

企
業
を
問
わ
ず
、
自
身
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
「
権
威
」
や
「
権
限
」
で
発
揮
し
よ

う
と
考
え
る
経
営
者
が
少
な
か
ら
ず
存

在
す
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
間
違
い
で
あ
る
。

そ
れ
ば
か
り
か
、
そ
の
よ
う
な
間
違
っ
た

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
経
営
を
続
け
て
い
た
ら
、

逆
に
社
員
の
反
発
心
や
不
信
感
を
増
幅
さ

せ
て
し
ま
う
。
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
低
下
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
業
績
も
低

下
し
て
し
ま
う
こ
と
は
目
に
見
え
て
い
る
。

　
大
谷
会
長
は
、「
自
分
が
社
員
な
ら
ば

…
…
」「
自
分
が
社
員
の
家
族
で
あ
る
な
ら

ば
…
…
」
を
、
常
に
肝
に
銘
じ
、
経
営
の

軸
を
「
業
績
」
で
は
な
く
、「
幸
せ
」
に
置
き
、

経
営
を
実
践
し
て
き
た
。
そ
の
例
を
示
す

と
、「
全
社
員
へ
の
ガ
ラ
ス
張
り
経
営
」「
最

も
快
適
な
空
間
に
快
適
な
社
員
食
堂
を
設

置
」「
最
も
大
切
な
社
員
の
入
り
口
は
通

用
門
か
ら
で
は
な
く
玄
関
か
ら
」。
さ
ら
に

は
「
窓
も
な
い
事
務
所
の
片
隅
に
あ
る
小

さ
な
社
長
の
席
」
な
ど
だ
。
大
谷
会
長
が
、

経
営
者
の
最
大
の
使
命
と
責
任
は
「
社
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
こ
と
」
と

考
え
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
あ
ろ
う
。

坂
本
光
司
／
さ
か
も
と
・
こ
う
じ

　一
九
四
七
年
生
ま
れ
。
福
井
県
立
大

学
教
授
、
静
岡
文
化
芸
術
大
学
教
授
な

ど
を
経
て
、
二
〇
〇
八
年
四
月
よ
り
法

政
大
学
大
学
院
政
策
創
造
研
究
科
（
地

域
づ
く
り
大
学
院
）
教
授
、
同
静
岡
サ

テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
長
お
よ
び
同
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究

科
兼
担
教
授
。
他
に
、
国
や
県
、
市
町
、

商
工
会
議
所
な
ど
の
審
議
会
・
委
員
会

の
委
員
を
多
数
兼
務
し
て
い
る
。
専
門

は
中
小
企
業
経
営
論
・
地
域
経
済
論
・

産
業
論
。
著
書
に
『
日
本
で
い
ち
ば
ん

大
切
に
し
た
い
会
社
』（
あ
さ
出
版
）、『
こ

の
会
社
は
な
ぜ
快
進
撃
が
続
く
の
か
』

（
か
ん
き
出
版
）
な
ど
。

人
に
優
し
い
経
営
で
、
日
本
一
の
は
ん
こ
屋
に
な
っ
た
大
谷

法政大学大学院
政策創造研究科
教授坂本光司

法政大学大学院
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一人ひとりの小さな灯火が、地域を照らす大きな灯火への成長を目指して…一人ひとりの小さな灯火が、地域を照らす大きな灯火への成長を目指して…

一灯照隅　万灯照國

HAISAI【ハイサイ】2015・第232号11
月号

HAISAI【ハイサイ】2015・第232号那覇商工会議所青年部会報

● 会員の会社紹介
今回は研修委員会の株式会社ヤブサチの大城直輝さんにお話を伺いました。

Ｑ：創業して何年ですか？
Ａ：株式会社ヤブサチは法人としての設立は 2004 年 7月 15日、Cafe やぶさちのオープンとしては 2005 年 1月 5日です。カフェをオープ

ンする前に法人設立し、Café やぶさちはオープンして 11年目を迎えております。

Ｑ：創業したキッカケは何ですか？（創業者取材の場合）
Ａ：祖父が先祖より保有していたこの土地を生かすことと玉城村 ( 現南城市 ) の地域を活性化させたい希望があり、孫としてその意志を継い

で起業しました。この土地をどう生かすかと考えた時に眺めの良さなどもあり、やったことはありませんでしたが飲食業を始めようと思いま

した。開業に向けての事業計画の規模から検討した中で法人化しオープンすることが出来ました。

現在ではカフェや訪問する観光地も増えてきていますが南城市長の「開発ではなく自然・歴史・文化を生かしつつＰＲする」という意向とコ

ンセプトとしても合致していると考えています。

Ｑ：会社の紹介をお願いします。
Ａ：Cafe やぶさちとして 11年目をむかえ南部の方々には周知頂けている存在になってきたかと思っています。

通常のカフェ営業の他に４つの重きをおいていることがあります。まず①ウエディングです。一生に一度二人の大切な記念日をお手伝いさせ

てもらうことでロイヤルティーが高まるので今後力を入れて行きたいと考えています。次に②インターシップの受入。最近でも周辺高校より

受け入れました。インターシップを受け入れることでカリキュラムの構築等を通して社内の活性化や地域の活性化にも繋がっていると考えて

おります。続いて③ウォーキングツアーです。今年より取り組んでいる事業として近隣にあります藪薩 ( やぶさつ ) 御嶽などをガイドと一緒

にウォーキングして最後にカフェで御食事をとっていただくツアーを取り組んでいます。最後に④食物アレルギー対応です。産業振興公社の

助成金をいただき地域連携企業として取り組んだのが始まりです。実際にアレルギーの方々と接してみて感じ意見交換することで求められる

ことを把握し対応できるように取り組んでおり、Cafe やぶさちではアレルゲン 10品目を除去したメニューの対応を出来るようになりました。

対応して、お客様の喜ぶ顔をみることで大切さを感じその想いを形にするべく一般社団法人アレルギー対応沖縄サポートデスクを立ち上げ理

事として活動しております。こちらの団体では受入れる側の飲食店など事業者支援に特化した日本初の画期的な団体です。

Ｑ：那覇YEGに入っての感想
Ａ：入ってみて「本当に良かった！」と思っています。起業して 11年目を迎えていますが会員が来店、紹介もいただいていることや定例会

も1度開催頂いていますがその実際の利用いただくことも大切ですが、それ以上に素晴らしい先輩がたくさんいて多くのことを学ばせてもらっ

ていること。普段では出来ない経験を積むことが出来ていることが入って本当に良かったと感じています。

Ｑ：会社もしくは、個人としての今後の目標
Ａ：個人の目標としては第一に会社をつぶさない！ということです。会社紹介で話したコンセプトも大事ですが社員の生活も支える中でこの

目標は絶対だと思っています。次に講演料を払ってでも話を聞きたいと思ってもらえるぐらいの講師になりたいです。自分の経験や知識を伝

えていく中で自分ももっと高めていければと思っています。あと、近いうちに海外に行きたいです。今や遠くて近い海外でいろんなことを吸

収し成長したいと思っています。会社の目標としては経営理念の実現です。自分がしっかりとしたヴィジョンを作って社員のみんなと共有し

互いに成長していきたいと考えています。

─
　営
業
力
を
強
化
す
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一人ひとりの小さな灯火が、地域を照らす大きな灯火への成長を目指して…一人ひとりの小さな灯火が、地域を照らす大きな灯火への成長を目指して…

一灯照隅　万灯照國

HAISAI【ハイサイ】2015・第232号11
月号

HAISAI【ハイサイ】2015・第232号那覇商工会議所青年部会報

● 会員の会社紹介
今回は研修委員会の株式会社ヤブサチの大城直輝さんにお話を伺いました。

Ｑ：創業して何年ですか？
Ａ：株式会社ヤブサチは法人としての設立は 2004 年 7月 15日、Cafe やぶさちのオープンとしては 2005 年 1月 5日です。カフェをオープ

ンする前に法人設立し、Café やぶさちはオープンして 11年目を迎えております。

Ｑ：創業したキッカケは何ですか？（創業者取材の場合）
Ａ：祖父が先祖より保有していたこの土地を生かすことと玉城村 ( 現南城市 ) の地域を活性化させたい希望があり、孫としてその意志を継い

で起業しました。この土地をどう生かすかと考えた時に眺めの良さなどもあり、やったことはありませんでしたが飲食業を始めようと思いま

した。開業に向けての事業計画の規模から検討した中で法人化しオープンすることが出来ました。

現在ではカフェや訪問する観光地も増えてきていますが南城市長の「開発ではなく自然・歴史・文化を生かしつつＰＲする」という意向とコ

ンセプトとしても合致していると考えています。

Ｑ：会社の紹介をお願いします。
Ａ：Cafe やぶさちとして 11年目をむかえ南部の方々には周知頂けている存在になってきたかと思っています。

通常のカフェ営業の他に４つの重きをおいていることがあります。まず①ウエディングです。一生に一度二人の大切な記念日をお手伝いさせ

てもらうことでロイヤルティーが高まるので今後力を入れて行きたいと考えています。次に②インターシップの受入。最近でも周辺高校より

受け入れました。インターシップを受け入れることでカリキュラムの構築等を通して社内の活性化や地域の活性化にも繋がっていると考えて

おります。続いて③ウォーキングツアーです。今年より取り組んでいる事業として近隣にあります藪薩 ( やぶさつ ) 御嶽などをガイドと一緒

にウォーキングして最後にカフェで御食事をとっていただくツアーを取り組んでいます。最後に④食物アレルギー対応です。産業振興公社の

助成金をいただき地域連携企業として取り組んだのが始まりです。実際にアレルギーの方々と接してみて感じ意見交換することで求められる

ことを把握し対応できるように取り組んでおり、Cafe やぶさちではアレルゲン 10品目を除去したメニューの対応を出来るようになりました。

対応して、お客様の喜ぶ顔をみることで大切さを感じその想いを形にするべく一般社団法人アレルギー対応沖縄サポートデスクを立ち上げ理

事として活動しております。こちらの団体では受入れる側の飲食店など事業者支援に特化した日本初の画期的な団体です。

Ｑ：那覇YEGに入っての感想
Ａ：入ってみて「本当に良かった！」と思っています。起業して 11年目を迎えていますが会員が来店、紹介もいただいていることや定例会

も1度開催頂いていますがその実際の利用いただくことも大切ですが、それ以上に素晴らしい先輩がたくさんいて多くのことを学ばせてもらっ

ていること。普段では出来ない経験を積むことが出来ていることが入って本当に良かったと感じています。

Ｑ：会社もしくは、個人としての今後の目標
Ａ：個人の目標としては第一に会社をつぶさない！ということです。会社紹介で話したコンセプトも大事ですが社員の生活も支える中でこの

目標は絶対だと思っています。次に講演料を払ってでも話を聞きたいと思ってもらえるぐらいの講師になりたいです。自分の経験や知識を伝

えていく中で自分ももっと高めていければと思っています。あと、近いうちに海外に行きたいです。今や遠くて近い海外でいろんなことを吸

収し成長したいと思っています。会社の目標としては経営理念の実現です。自分がしっかりとしたヴィジョンを作って社員のみんなと共有し

互いに成長していきたいと考えています。
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て
い
る
の
で
す
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
対
象
客
層
を
集
め
て
選

ぶ
（
見
切
る
）
。
こ
の
人
は
違
う
と
分
か
れ

ば
、
次
の
人
と
商
談
す
れ
ば
良
い
の
で
す
。

こ
れ
が
営
業
効
率
を
高
め
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
そ
も
そ
も
営
業
は
、
初
回
の
商
談
で
「
欲

し
い
」
と
思
わ
せ
な
け
れ
ば
負
け
で
す
。
最

初
が
肝
心
で
す
。

株式会社経営戦略オフィス
代表取締役

中小企業診断士

井海宏通 128

井
海

　宏
通

　株
式
会
社
経
営
戦
略
オ
フ
ィ

ス
代
表
取
締
役
。
中
小
企
業
診

断
士
。
那
覇
を
拠
点
に
経
営
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
活
動

中
。
那
覇
商
工
会
議
所
登
録
エ

キ
ス
パ
ー
ト
。
認
定
経
営
革
新

等
支
援
機
関
。

■連絡先■
（TEL）090-9442-6356
（Mail）ikai@mbn.nifty.com
（URL）http://www.ikai.jp/
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● 新会員紹介

● わったー那覇めしグランプリ

　10月より入会しました日本リージャスの水落と申します。

　弊社は世界120カ国、日本国内でも全国90拠点でレンタルオフィスを運営していまして、この8月

に沖縄で初めてのセンターを県庁向かいでオープンしました。

　レンタルオフィスというのは、簡単に言うとシェアハウスのオフィス版のようなもので、各社が占

有の個室を自社オフィスとしながら受付や会議室、休憩スペース、複合機などを共有することで、コ

ストを抑えつつ、高品質のオフィスサービスを持っていただくものとなります。

　机・椅子やインターネット・電話回線などもそろっていて、最短ご契約の翌日からでもご利用可能

ですし、1ヶ月からの短期利用や事業拡張に伴い広い部屋への引越しも自由なので、先行きの不安な

新規事業や期間限定プロジェクトでのご利用にも最適です。

　法人登記や個別の電話番号も可能で、那覇の一等地に2万円台から事務所を持つことができます。

　まずは一度オフィス見学に来てもらえると、よりイメージがしやすいかと思いますのでご興味ある方いましたら、是非お気

軽にご連絡・ご紹介ください！
※県外でのオフィスをご検討の方にも、ほぼ全ての地域でご紹介可能です。

　株式会社ジェイシーシーの盛島安人と申します。弊社は、ホテル業やウエディング事業、

沖縄地料理店。宅配食事業、食品製造業、ウェブ販売、コンテツ事業など幅広く展開してお

ります。現在弊社が運営します飲食店舗は全国で約50店舗展開しており、来年度は、福岡博

多駅にも沖縄地料理店舗を新たに出店を予定です。『沖縄文化を深く広く、全世界に発信す

る』をコンセプトに社員一同一丸となり沖縄を代表する企業を目指しております。

焼き鳥　白鳥
住所／那覇市泉崎1-17-1
TEL／098-917-0552

蘭桂坊
住所／那覇市牧志3-12-12
TEL／098-866-3485

和牛ホルモン創作料理と
惣菜さくらや

住所／那覇市久茂地2-7-21
TEL／098-862-3480

先月より今年3月に開催されたわったー那覇めしグランプリに出店したお店をテーマ別に紹介いし

ています。今月は、人気が高いお店をご紹介します。

ハイサイを見たと言って頂いた方に特典!
焼き鳥　白鳥／ドリンク一人一杯サービス
和牛ホルモン創作料理と惣菜さくらや／プレミアムモルツ一人一杯サービス

※詳しい内容は、那覇ＹＥＧのホームページやフェイスブックに掲載します。

日本リージャス株式会社
水落　真

株式会社ジェイシーシー
盛島　安人

●10月定例会報告

　平成27年10月14日に那覇商工会議所２階ホールにて10月定例会 (那覇YEGビジネス交流会 )

が行われました。主催委員会であるビジネス推進委員会は、何事にも始まりには必ず「きっかけ」

があります。ビジネスチャンス・マッチング・仲間作り・自己研鑽・YEG活動と様々なシーンであ

りますが、今回の事業が「きっかけ」となり多くのメンバーと接し、多くの情報・人脈を得ること

で、元気な企業や元気な地域・元気な那覇YEGを創造することに繋がっていくと考えており、当日は、

かなりの会員の皆さんがマッチングができました。今後も那覇YEG会員の企業活性化の為に、より

多くの交流の場を増やしていけると思います。

お詫びについて。
HAISAI9月号での誤りがありましたので、訂正させていただきます。大変申し訳ございませんでした。

誤：ウルトラマンの生みの親である金城哲也さん　正：ウルトラマンの生みの親である金城哲夫さん
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沖縄地料理店。宅配食事業、食品製造業、ウェブ販売、コンテツ事業など幅広く展開してお

ります。現在弊社が運営します飲食店舗は全国で約50店舗展開しており、来年度は、福岡博

多駅にも沖縄地料理店舗を新たに出店を予定です。『沖縄文化を深く広く、全世界に発信す

る』をコンセプトに社員一同一丸となり沖縄を代表する企業を目指しております。

焼き鳥　白鳥
住所／那覇市泉崎1-17-1
TEL／098-917-0552

蘭桂坊
住所／那覇市牧志3-12-12
TEL／098-866-3485

和牛ホルモン創作料理と
惣菜さくらや

住所／那覇市久茂地2-7-21
TEL／098-862-3480

先月より今年3月に開催されたわったー那覇めしグランプリに出店したお店をテーマ別に紹介いし

ています。今月は、人気が高いお店をご紹介します。

ハイサイを見たと言って頂いた方に特典!
焼き鳥　白鳥／ドリンク一人一杯サービス
和牛ホルモン創作料理と惣菜さくらや／プレミアムモルツ一人一杯サービス

※詳しい内容は、那覇ＹＥＧのホームページやフェイスブックに掲載します。

日本リージャス株式会社
水落　真

株式会社ジェイシーシー
盛島　安人

●10月定例会報告

　平成27年10月14日に那覇商工会議所２階ホールにて10月定例会 (那覇YEGビジネス交流会 )

が行われました。主催委員会であるビジネス推進委員会は、何事にも始まりには必ず「きっかけ」

があります。ビジネスチャンス・マッチング・仲間作り・自己研鑽・YEG活動と様々なシーンであ

りますが、今回の事業が「きっかけ」となり多くのメンバーと接し、多くの情報・人脈を得ること

で、元気な企業や元気な地域・元気な那覇YEGを創造することに繋がっていくと考えており、当日は、

かなりの会員の皆さんがマッチングができました。今後も那覇YEG会員の企業活性化の為に、より

多くの交流の場を増やしていけると思います。

お詫びについて。
HAISAI9月号での誤りがありましたので、訂正させていただきます。大変申し訳ございませんでした。

誤：ウルトラマンの生みの親である金城哲也さん　正：ウルトラマンの生みの親である金城哲夫さん
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十
月
二
十
八
日
（
水
）
に
那
覇
商
工

会
議
所
二
階
ホ
ー
ル
に
て
定
例
会
を
行

い
ま
し
た
。

議
　
題

①
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
全

国
大
会
（
石
川
県
）
報
告

②
南
城
市
商
工
会
女
性
部
と
の
交
流
日

　
大
会
は
、
国
歌
斉
唱
、
女
性
会
の

歌
斉
唱
、
女
性
会
活
動
指
針
唱
和
、

物
故
者
へ
の
黙
祷
、
主
催
者
挨
拶
、

来
賓
挨
拶
、
第
十
四
回
女
性
起
業
家

大
賞
授
賞
式
、
全
国
商
工
会
議
所
女

性
会
連
合
会
表
彰
授
賞
式
を
行
い
ま

し
た
。

　
日
本
商
工
会
議
所
の
三
村
明
夫
会

頭
か
ら
は
、「
全
国
商
工
会
議
所
女
性

会
連
合
会
は
、
日
本
商
工
会
議
所
活

動
の
一
翼
を
担
う
重
要
な
組
織
で
す
。

全
国
四
百
十
四
女
性
会
が
参
画
す
る
、

二
万
三
千
人
も
の
会
員
を
抱
え
る
日

本
最
大
の
女
性
経
営
者
団
体
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
山
崎
会
長
の
力

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
全
国

的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
を
最
大
限
活

用
し
、
地
方
創
生
に
向
け
た
活
動
に

全
力
で
邁
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

存
じ
ま
す
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
次
回
開
催
地
徳
島
県
に
連

合
会
旗
引
渡
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　
大
会
終
了
後
に
は
、（
株
）
ス
ギ
ヨ

代
表
取
締
役
社
長
　
杉
野
哲
也
氏
よ

り
、「（
株
）
ス
ギ
ヨ
の
歴
史
と
経
営

戦
略
」
と
題
し
て
、
記
念
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

第
四
回
女
性
会
定
例
会
を
開
催

程
に
つ
い
て

③
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
事
業
に
つ
い
て

④
新
規
会
員
に
つ
い
て

⑤
そ
の
他

南
城
市
商
工
会
女
性
部
と
の
交
流
会

は
、
十
一
月
十
二
日(
木)
に
南
城
市

に
て
行
い
ま
す
。
多
く
の
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
毎
年
恒
例
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

に
つ
い
て
は
、
十
一
月
二
十
八
日
（
土
）

に
行
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
ほ
う
も
多
く

の
ご
参
加
お
願
い
し
ま
す
。

　
新
規
会
員
と
し
て
、
エ
コ
ア
ク
シ
ョ

ン
沖
縄
合
同
会
社
の
村
上
さ
ん
、
ゆ
い

ネ
ッ
ト
の
西
銘
綾
子
さ
ん
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
十
月
二
日
（
金
）
に
長
崎
県
諫
早
市

諫
早
観
光
ホ
テ
ル
道
具
屋
に
お
い
て
、

第
百
三
回
九
州
商
工
会
議
所
女
性
会
連

合
会
役
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
九

州
各
地
か
ら
百
六
十
九
人
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

議
　
題

①
九
商
女
性
連
役
員
会
次
期
開
催
地

に
つ
い
て

②
各
地
女
性
会
の
活
動
事
例
に
つ
い

て・
出
水
商
工
会
議
所
女
性
会

・
小
城
商
工
会
議
所
女
性
会

・
島
原
商
工
会
議
所
女
性
会

・
北
九
州
商
工
会
議
所
女
性
会

九
商
女
性
連
の
役
員
会
の
次
回
開
催

地
は
福
岡
に
て
行
う
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　
各
地
商
工
会
議
所
女
性
会
の
活
動

事
例
に
つ
い
て
、
出
水
商
工
会
議
所

で
は
、
乳
が
ん
検
診
を
平
成
二
十
四

年
度
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
る
こ
と
、

小
城
商
工
会
議
所
女
性
会
で
は
、
小

城
駅
美
化
活
動
を
毎
月
第
二
木
曜
日

に
行
っ
て
い
る
こ
と
、
島
原
商
工
会

議
所
女
性
会
で
は
、
島
原
の
歴
史
を

改
め
て
学
び
、
わ
が
故
郷
の
よ
さ
を

若
者
へ
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
島
原

の
歴
史
掘
り
起
し
事
業
を
お
こ
な
っ

て
い
る
こ
と
、
北
九
州
商
工
会
議
所

女
性
会
で
は
、
第
九
回
世
界
商
工
会

議
所
女
性
会
大
会
視
察
研
修
会
に
つ

い
て
、
ご
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

各
女
性
会
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
特
色

あ
る
事
業
と
地
域
に
根
付
い
た
活
動

を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
事
例
発
表
に

よ
り
わ
か
り
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

　
記
念
講
演
会
で
は
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ

ビ
報
道
局
解
説
・
専
門
記
者
室
長
杉

尾
秀
哉
氏
に
「
報
道
の
現
場
か
ら
こ

れ
か
ら
の
日
本
を
考
え
る
」
と
題
し

て
、
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
テ

レ
ビ
の
裏
側
か
ら
政
治
の
裏
側
ま
で
、

面
白
お
か
し
く
お
話
を
聞
く
こ
と
が

出
来
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過

ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

　
十
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日
の
二
日

間
に
渡
っ
て
、
全
国
か
ら
三
千
三
百
名

余
の
参
加
の
下
、
石
川
大
会
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
参
加
：
那
覇
八

名
・
宮
古
七
名
・
沖
縄
市
十
二
名
・
浦

添
十
六
名
）

第
百
三
回
九
州
商
工
会
議
所
女

性
会
連
合
会
役
員
会(

諫
早
市)

第
四
十
七
回
全
国
商
工
会
議
所

女
性
会
連
合
会（
石
川
大
会
）
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大
会
終
了
後
に
は
、（
株
）
ス
ギ
ヨ

代
表
取
締
役
社
長
　
杉
野
哲
也
氏
よ

り
、「（
株
）
ス
ギ
ヨ
の
歴
史
と
経
営

戦
略
」
と
題
し
て
、
記
念
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

第
四
回
女
性
会
定
例
会
を
開
催

程
に
つ
い
て

③
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
事
業
に
つ
い
て

④
新
規
会
員
に
つ
い
て

⑤
そ
の
他

南
城
市
商
工
会
女
性
部
と
の
交
流
会

は
、
十
一
月
十
二
日(

木)

に
南
城
市

に
て
行
い
ま
す
。
多
く
の
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
毎
年
恒
例
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

に
つ
い
て
は
、
十
一
月
二
十
八
日
（
土
）

に
行
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
ほ
う
も
多
く

の
ご
参
加
お
願
い
し
ま
す
。

　
新
規
会
員
と
し
て
、
エ
コ
ア
ク
シ
ョ

ン
沖
縄
合
同
会
社
の
村
上
さ
ん
、
ゆ
い

ネ
ッ
ト
の
西
銘
綾
子
さ
ん
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
十
月
二
日
（
金
）
に
長
崎
県
諫
早
市

諫
早
観
光
ホ
テ
ル
道
具
屋
に
お
い
て
、

第
百
三
回
九
州
商
工
会
議
所
女
性
会
連

合
会
役
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
九

州
各
地
か
ら
百
六
十
九
人
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

議
　
題

①
九
商
女
性
連
役
員
会
次
期
開
催
地

に
つ
い
て

②
各
地
女
性
会
の
活
動
事
例
に
つ
い

て・
出
水
商
工
会
議
所
女
性
会

・
小
城
商
工
会
議
所
女
性
会

・
島
原
商
工
会
議
所
女
性
会

・
北
九
州
商
工
会
議
所
女
性
会

九
商
女
性
連
の
役
員
会
の
次
回
開
催

地
は
福
岡
に
て
行
う
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　
各
地
商
工
会
議
所
女
性
会
の
活
動

事
例
に
つ
い
て
、
出
水
商
工
会
議
所

で
は
、
乳
が
ん
検
診
を
平
成
二
十
四

年
度
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
る
こ
と
、

小
城
商
工
会
議
所
女
性
会
で
は
、
小

城
駅
美
化
活
動
を
毎
月
第
二
木
曜
日

に
行
っ
て
い
る
こ
と
、
島
原
商
工
会

議
所
女
性
会
で
は
、
島
原
の
歴
史
を

改
め
て
学
び
、
わ
が
故
郷
の
よ
さ
を

若
者
へ
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
島
原

の
歴
史
掘
り
起
し
事
業
を
お
こ
な
っ

て
い
る
こ
と
、
北
九
州
商
工
会
議
所

女
性
会
で
は
、
第
九
回
世
界
商
工
会

議
所
女
性
会
大
会
視
察
研
修
会
に
つ

い
て
、
ご
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

各
女
性
会
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
特
色

あ
る
事
業
と
地
域
に
根
付
い
た
活
動

を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
事
例
発
表
に

よ
り
わ
か
り
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

　
記
念
講
演
会
で
は
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ

ビ
報
道
局
解
説
・
専
門
記
者
室
長
杉

尾
秀
哉
氏
に
「
報
道
の
現
場
か
ら
こ

れ
か
ら
の
日
本
を
考
え
る
」
と
題
し

て
、
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
テ

レ
ビ
の
裏
側
か
ら
政
治
の
裏
側
ま
で
、

面
白
お
か
し
く
お
話
を
聞
く
こ
と
が

出
来
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過

ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

　
十
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日
の
二
日

間
に
渡
っ
て
、
全
国
か
ら
三
千
三
百
名

余
の
参
加
の
下
、
石
川
大
会
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
参
加
：
那
覇
八

名
・
宮
古
七
名
・
沖
縄
市
十
二
名
・
浦

添
十
六
名
）

第
百
三
回
九
州
商
工
会
議
所
女

性
会
連
合
会
役
員
会(

諫
早
市)

第
四
十
七
回
全
国
商
工
会
議
所

女
性
会
連
合
会（
石
川
大
会
）
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今
夏
、
世
界
を
揺
る
が
し
た
中
国
発
の
世

界
同
時
株
安
は
取
り
あ
え
ず
小
康
を
得
て
い

る
が
、
株
価
は
元
の
水
準
に
は
戻
っ
て
い
な

い
。
今
回
、
ア
メ
リ
カ
の
利
上
げ
が
見
送
ら

れ
た
の
も
、
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
経

済
の
不
透
明
性
増
大
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

今
後
、
中
国
株
急
落
が
中
国
経
済
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
を
懸
念
す
る
声
も

あ
る
が
、
中
国
の
株
価
の
下
落
は
む
し
ろ
実

体
経
済
の
反
映
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
問

題
は
中
国
経
済
の
減
速
が
ど
の
程
度
な
の
か

不
透
明
な
こ
と
で
あ
る
。
統
計
の
信
頼
性
が

低
い
こ
と
が
市
場
の
疑
念
を
倍
増
さ
せ
て
い

る
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。

　
足
元
の
中
国
経
済
は
公
式
統
計
で
示
さ
れ

る
７
％
程
度
の
成
長
を
は
る
か
に
下
回
っ
て

お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
指
標
か
ら
判
断
す
る
と
、

マ
イ
ナ
ス
成
長
に
陥
っ
て
い
て
も
不
思
議

で
は
な
い
と
す
る
見
方
も
あ
る
。
政
府
は
景

気
対
策
で
経
済
を
支
え
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

す
で
に
過
剰
な
債
務
や
投
資
な
ど
い
く
つ
も

の
構
造
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
景

気
対
策
が
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
は
効
か
な
い

恐
れ
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
中
国
経
済
を
「
新
常
態
」
と
い
わ
れ
る

巡
航
速
度
の
成
長
に
戻
す
の
は
容
易
な
こ
と

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
影
響
は
す
で
に
日
本
で
も
輸
出
や
生

産
の
減
少
と
な
っ
て
表
面
化
し
て
い
る
。
今

後
、
中
国
経
済
減
速
の
影
響
が
ア
ジ
ア
の
新

興
国
を
は
じ
め
全
世
界
に
及
べ
ば
、
中
国
向

け
だ
け
で
な
く
ア
ジ
ア
向
け
も
含
め
、
日
本

の
輸
出
低
迷
が
長
引
く
こ
と
に
な
る
。
そ
し

て
、
そ
の
影
響
は
国
内
に
も
及
ぶ
こ
と
を
覚

悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
円
安
と
輸
出
の

持
ち
直
し
を
背
景
に
拡
大
し
て
き
た
企
業
収

益
へ
の
影
響
も
大
き
い
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
は
日
本
の
外
需
依
存
の
成
長
に
は
限

界
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
日
本
が

デ
フ
レ
脱
却
の
歩
み
を
止
め
な
い
た
め
に
は
、

あ
ら
た
め
て
内
需
の
活
性
化
に
注
力
す
る

必
要
が
あ
る
。
す
で
に
公
共
事
業
な
ど
従
来

型
の
景
気
対
策
を
求
め
る
声
も
出
て
い
る
が
、

一
時
的
な
需
要
か
さ
上
げ
を
目
的
と
し
た
景

気
対
策
で
は
、
内
需
体
質
を
真
に
強
化
す
る

こ
と
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。

　
む
し
ろ
、
て
こ
入
れ
す
べ
き
は
個
人
消
費

で
あ
る
。
昨
年
の
消
費
税
引
き
上
げ
の
後
遺

症
が
家
計
に
ま
だ
色
濃
く
残
っ
て
い
る
。
消

費
増
税
後
の
消
費
マ
イ
ン
ド
が
慎
重
化
し

て
い
る
こ
と
の
背
景
に
は
、
食
料
品
な
ど
日

常
品
の
価
格
上
昇
が
低
所
得
層
や
子
育
て
層

を
直
撃
し
て
い
る
こ
と
、
高
齢
化
社
会
を
支

え
る
た
め
の
負
担
増
へ
の
懸
念
な
ど
が
あ
る
。

今
後
、
賃
上
げ
や
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
な
ど

の
消
費
刺
激
効
果
の
発
現
が
期
待
さ
れ
、
消

費
の
さ
ら
な
る
落
ち
込
み
は
回
避
で
き
る
と

み
ら
れ
る
。
だ
が
、
消
費
を
内
需
の
柱
と
し

て
い
く
た
め
に
は
、
引
き
続
き
賃
金
を
引
き

上
げ
る
と
と
も
に
、
景
気
回
復
の
恩
恵
を
受

け
に
く
い
層
や
、
保
育
の
負
担
な
ど
が
重
い

子
育
て
層
へ
の
支
援
を
強
化
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
そ
の
財
源
を
捻
出
す
る
た
め
に
も
、

高
齢
層
に
偏
っ
た
社
会
保
障
給
付
の
見
直
し

が
不
可
欠
だ
。

　
内
需
体
質
強
化
の
も
う
一
つ
の
柱
は
、
設

備
投
資
の
拡
大
で
あ
る
。大
企
業
は
、特
に
分

厚
い
内
部
留
保
を
持
っ
て
い
る
。
最
近
の
企

業
収
益
の
拡
大
は
円
安
効
果
も
あ
る
が
、
デ

フ
レ
下
で
の
リ
ス
ト
ラ
の
継
続
、
と
り
わ
け

賃
金
や
コ
ス
ト
を
抑
制
し
て
き
た
こ
と
も
大

き
い
。
労
働
分
配
率
の
低
下
が
何
よ
り
も
こ

の
事
実
を
物
語
っ
て
い
る
。
企
業
は
今
こ
そ
、

内
部
留
保
を
賃
金
の
引
き
上
げ
や
人
的
資
源

の
育
成
に
使
う
と
同
時
に
、
人
手
不
足
に
対

応
し
た
省
力
化
投
資
な
ど
に
注
ぎ
込
む
べ
き

で
あ
る
。
日
本
政
策
投
資
銀
行
の
設
備
投
資

計
画
調
査
に
よ
れ
ば
、
大
企
業
は
、
既
存
分

野
で
の
生
産
・
営
業
投
資
よ
り
、
差
別
化
・

高
級
化
に
よ
る
単
価
維
持
・
向
上
、
研
究
開

発
に
よ
る
新
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
な
ど

を
目
的
と
す
る
投
資
を
よ
り
重
視
し
て
い
る
。

政
府
も
法
人
実
効
税
率
の
さ
ら
な
る
引
き
下

げ
や
、
労
働
力
確
保
な
ど
を
柱
と
す
る
成
長

戦
略
を
通
じ
て
企
業
の
投
資
拡
大
を
後
押
し

し
て
い
く
構
え
だ
。
企
業
に
よ
る
設
備
投
資

や
人
的
資
源
へ
の
投
資
を
通
じ
た
生
産
性
向

上
へ
の
取
り
組
み
が
、
内
需
を
活
性
化
さ
せ

て
外
需
の
穴
を
埋
め
、
企
業
自
ら
を
救
う
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。

高
橋

　進
／
た
か
は
し
・
す
す
む　

一
九
五
三
年
生
ま
れ
。
一
橋
大
学
経
済
学
部
卒
業

後
、七
六
年
住
友
銀
行
に
入
行
。
ロ
ン
ド
ン
駐
在
、

経
済
調
査
部
な
ど
を
経
て
、
九
〇
年
日
本
総
合
研

究
所
に
着
任
。
二
〇
〇
〇
年
か
ら
〇
四
年
ま
で
早

稲
田
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
科
客
員
教

授
、
〇
三
年
か
ら
近
畿
大
学
経
済
学
部
・
経
営
学

部
客
員
教
授
を
務
め
る
。
一
三
年
一
月
、
政
府
・

経
済
財
政
諮
問
会
議
の
民
間
議
員
に
就
任
。現
在
、

テ
レ
ビ
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
も
活
躍
中
。

著
書
『
一
〇
年
後
の
日
本
を
読
む
「
先
見
力
」
の

つ
け
方
』（
徳
間
書
店
）
の
ほ
か
、日
本
経
済
新
聞
、

産
経
新
聞
な
ど
に
多
数
執
筆
。

日本総合研究所理事長
高 橋 　 進

高
ま
る
海
外
リ
ス
ク

高
ま
る
海
外
リ
ス
ク

高
ま
る
海
外
リ
ス
ク

ー
国
内
民
間
需
要
を
テ
コ
入
れ
せ
よ
ー
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世
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取
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を
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い

る
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、
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は
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に
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い
な
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今
回
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の
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上
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見
送
ら

れ
た
の
も
、
中
国
を
は
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と
す
る
世
界
経

済
の
不
透
明
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増
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が
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き
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で
あ
る
。

今
後
、
中
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急
落
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中
国
経
済
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
を
懸
念
す
る
声
も

あ
る
が
、
中
国
の
株
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の
下
落
は
む
し
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実
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反
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問
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は
中
国
経
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が
ど
の
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の
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な
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の
信
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が
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い
こ
と
が
市
場
の
疑
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を
倍
増
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と
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て
過
言
で
は
な
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。
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式
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で
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度
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か
に
下
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お
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、
さ
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ざ
ま
な
指
標
か
ら
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す
る
と
、

マ
イ
ナ
ス
成
長
に
陥
っ
て
い
て
も
不
思
議

で
は
な
い
と
す
る
見
方
も
あ
る
。
政
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は
景

気
対
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で
経
済
を
支
え
よ
う
と
し
て
い
る
が
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す
で
に
過
剰
な
債
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投
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な
ど
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く
つ
も

の
構
造
問
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と
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が
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ま
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よ
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は
効
か
な
い

恐
れ
も
指
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。
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も
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中
国
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を
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と
い
わ
れ
る

巡
航
速
度
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の
は
容
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。
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の
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で
に
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に
及
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、
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く
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も
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、
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迷
が
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。
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に
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大
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た
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収
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影
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大
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だ
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う
。

　
こ
れ
は
日
本
の
外
需
依
存
の
成
長
に
は
限

界
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
日
本
が

デ
フ
レ
脱
却
の
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み
を
止
め
な
い
た
め
に
は
、

あ
ら
た
め
て
内
需
の
活
性
化
に
注
力
す
る

必
要
が
あ
る
。
す
で
に
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共
事
業
な
ど
従
来

型
の
景
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対
策
を
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る
声
も
出
て
い
る
が
、

一
時
的
な
需
要
か
さ
上
げ
を
目
的
と
し
た
景

気
対
策
で
は
、
内
需
体
質
を
真
に
強
化
す
る

こ
と
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。

　
む
し
ろ
、
て
こ
入
れ
す
べ
き
は
個
人
消
費

で
あ
る
。
昨
年
の
消
費
税
引
き
上
げ
の
後
遺

症
が
家
計
に
ま
だ
色
濃
く
残
っ
て
い
る
。
消

費
増
税
後
の
消
費
マ
イ
ン
ド
が
慎
重
化
し

て
い
る
こ
と
の
背
景
に
は
、
食
料
品
な
ど
日

常
品
の
価
格
上
昇
が
低
所
得
層
や
子
育
て
層

を
直
撃
し
て
い
る
こ
と
、
高
齢
化
社
会
を
支

え
る
た
め
の
負
担
増
へ
の
懸
念
な
ど
が
あ
る
。

今
後
、
賃
上
げ
や
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
な
ど

の
消
費
刺
激
効
果
の
発
現
が
期
待
さ
れ
、
消

費
の
さ
ら
な
る
落
ち
込
み
は
回
避
で
き
る
と

み
ら
れ
る
。
だ
が
、
消
費
を
内
需
の
柱
と
し

て
い
く
た
め
に
は
、
引
き
続
き
賃
金
を
引
き

上
げ
る
と
と
も
に
、
景
気
回
復
の
恩
恵
を
受

け
に
く
い
層
や
、
保
育
の
負
担
な
ど
が
重
い

子
育
て
層
へ
の
支
援
を
強
化
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
そ
の
財
源
を
捻
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め
に
も
、

高
齢
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に
偏
っ
た
社
会
保
障
給
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の
見
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し

が
不
可
欠
だ
。

　
内
需
体
質
強
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の
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は
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投
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の
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で
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は
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を
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。
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の
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、
と
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の
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も
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を
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る
。
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、
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よ
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今
夏
、
世
界
を
揺
る
が
し
た
中
国
発
の
世

界
同
時
株
安
は
取
り
あ
え
ず
小
康
を
得
て
い

る
が
、
株
価
は
元
の
水
準
に
は
戻
っ
て
い
な

い
。
今
回
、
ア
メ
リ
カ
の
利
上
げ
が
見
送
ら

れ
た
の
も
、
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
経

済
の
不
透
明
性
増
大
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

今
後
、
中
国
株
急
落
が
中
国
経
済
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
を
懸
念
す
る
声
も

あ
る
が
、
中
国
の
株
価
の
下
落
は
む
し
ろ
実

体
経
済
の
反
映
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
問

題
は
中
国
経
済
の
減
速
が
ど
の
程
度
な
の
か

不
透
明
な
こ
と
で
あ
る
。
統
計
の
信
頼
性
が

低
い
こ
と
が
市
場
の
疑
念
を
倍
増
さ
せ
て
い

る
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。

　
足
元
の
中
国
経
済
は
公
式
統
計
で
示
さ
れ

る
７
％
程
度
の
成
長
を
は
る
か
に
下
回
っ
て

お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
指
標
か
ら
判
断
す
る
と
、

マ
イ
ナ
ス
成
長
に
陥
っ
て
い
て
も
不
思
議

で
は
な
い
と
す
る
見
方
も
あ
る
。
政
府
は
景

気
対
策
で
経
済
を
支
え
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

す
で
に
過
剰
な
債
務
や
投
資
な
ど
い
く
つ
も

の
構
造
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
景

気
対
策
が
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
は
効
か
な
い

恐
れ
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
中
国
経
済
を
「
新
常
態
」
と
い
わ
れ
る

巡
航
速
度
の
成
長
に
戻
す
の
は
容
易
な
こ
と

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
影
響
は
す
で
に
日
本
で
も
輸
出
や
生

産
の
減
少
と
な
っ
て
表
面
化
し
て
い
る
。
今

後
、
中
国
経
済
減
速
の
影
響
が
ア
ジ
ア
の
新

興
国
を
は
じ
め
全
世
界
に
及
べ
ば
、
中
国
向

け
だ
け
で
な
く
ア
ジ
ア
向
け
も
含
め
、
日
本

の
輸
出
低
迷
が
長
引
く
こ
と
に
な
る
。
そ
し

て
、
そ
の
影
響
は
国
内
に
も
及
ぶ
こ
と
を
覚

悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
円
安
と
輸
出
の

持
ち
直
し
を
背
景
に
拡
大
し
て
き
た
企
業
収

益
へ
の
影
響
も
大
き
い
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
は
日
本
の
外
需
依
存
の
成
長
に
は
限

界
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
日
本
が

デ
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の
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を
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、
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の
影
響
も
大
き
い
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
は
日
本
の
外
需
依
存
の
成
長
に
は
限

界
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
日
本
が

デ
フ
レ
脱
却
の
歩
み
を
止
め
な
い
た
め
に
は
、

あ
ら
た
め
て
内
需
の
活
性
化
に
注
力
す
る

必
要
が
あ
る
。
す
で
に
公
共
事
業
な
ど
従
来

型
の
景
気
対
策
を
求
め
る
声
も
出
て
い
る
が
、

一
時
的
な
需
要
か
さ
上
げ
を
目
的
と
し
た
景

気
対
策
で
は
、
内
需
体
質
を
真
に
強
化
す
る

こ
と
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。

　
む
し
ろ
、
て
こ
入
れ
す
べ
き
は
個
人
消
費

で
あ
る
。
昨
年
の
消
費
税
引
き
上
げ
の
後
遺

症
が
家
計
に
ま
だ
色
濃
く
残
っ
て
い
る
。
消

費
増
税
後
の
消
費
マ
イ
ン
ド
が
慎
重
化
し

て
い
る
こ
と
の
背
景
に
は
、
食
料
品
な
ど
日

常
品
の
価
格
上
昇
が
低
所
得
層
や
子
育
て
層

を
直
撃
し
て
い
る
こ
と
、
高
齢
化
社
会
を
支

え
る
た
め
の
負
担
増
へ
の
懸
念
な
ど
が
あ
る
。

今
後
、
賃
上
げ
や
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
な
ど

の
消
費
刺
激
効
果
の
発
現
が
期
待
さ
れ
、
消

費
の
さ
ら
な
る
落
ち
込
み
は
回
避
で
き
る
と

み
ら
れ
る
。
だ
が
、
消
費
を
内
需
の
柱
と
し

て
い
く
た
め
に
は
、
引
き
続
き
賃
金
を
引
き

上
げ
る
と
と
も
に
、
景
気
回
復
の
恩
恵
を
受

け
に
く
い
層
や
、
保
育
の
負
担
な
ど
が
重
い

子
育
て
層
へ
の
支
援
を
強
化
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
そ
の
財
源
を
捻
出
す
る
た
め
に
も
、

高
齢
層
に
偏
っ
た
社
会
保
障
給
付
の
見
直
し

が
不
可
欠
だ
。

　
内
需
体
質
強
化
の
も
う
一
つ
の
柱
は
、
設

備
投
資
の
拡
大
で
あ
る
。大
企
業
は
、特
に
分

厚
い
内
部
留
保
を
持
っ
て
い
る
。
最
近
の
企

業
収
益
の
拡
大
は
円
安
効
果
も
あ
る
が
、
デ

フ
レ
下
で
の
リ
ス
ト
ラ
の
継
続
、
と
り
わ
け

賃
金
や
コ
ス
ト
を
抑
制
し
て
き
た
こ
と
も
大

き
い
。
労
働
分
配
率
の
低
下
が
何
よ
り
も
こ

の
事
実
を
物
語
っ
て
い
る
。
企
業
は
今
こ
そ
、

内
部
留
保
を
賃
金
の
引
き
上
げ
や
人
的
資
源

の
育
成
に
使
う
と
同
時
に
、
人
手
不
足
に
対

応
し
た
省
力
化
投
資
な
ど
に
注
ぎ
込
む
べ
き

で
あ
る
。
日
本
政
策
投
資
銀
行
の
設
備
投
資

計
画
調
査
に
よ
れ
ば
、
大
企
業
は
、
既
存
分

野
で
の
生
産
・
営
業
投
資
よ
り
、
差
別
化
・

高
級
化
に
よ
る
単
価
維
持
・
向
上
、
研
究
開

発
に
よ
る
新
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
な
ど

を
目
的
と
す
る
投
資
を
よ
り
重
視
し
て
い
る
。

政
府
も
法
人
実
効
税
率
の
さ
ら
な
る
引
き
下

げ
や
、
労
働
力
確
保
な
ど
を
柱
と
す
る
成
長

戦
略
を
通
じ
て
企
業
の
投
資
拡
大
を
後
押
し

し
て
い
く
構
え
だ
。
企
業
に
よ
る
設
備
投
資

や
人
的
資
源
へ
の
投
資
を
通
じ
た
生
産
性
向

上
へ
の
取
り
組
み
が
、
内
需
を
活
性
化
さ
せ

て
外
需
の
穴
を
埋
め
、
企
業
自
ら
を
救
う
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。

高
橋

　進
／
た
か
は
し
・
す
す
む　

一
九
五
三
年
生
ま
れ
。
一
橋
大
学
経
済
学
部
卒
業

後
、七
六
年
住
友
銀
行
に
入
行
。
ロ
ン
ド
ン
駐
在
、

経
済
調
査
部
な
ど
を
経
て
、
九
〇
年
日
本
総
合
研

究
所
に
着
任
。
二
〇
〇
〇
年
か
ら
〇
四
年
ま
で
早

稲
田
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
科
客
員
教

授
、
〇
三
年
か
ら
近
畿
大
学
経
済
学
部
・
経
営
学

部
客
員
教
授
を
務
め
る
。
一
三
年
一
月
、
政
府
・

経
済
財
政
諮
問
会
議
の
民
間
議
員
に
就
任
。現
在
、

テ
レ
ビ
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
も
活
躍
中
。

著
書
『
一
〇
年
後
の
日
本
を
読
む
「
先
見
力
」
の

つ
け
方
』（
徳
間
書
店
）
の
ほ
か
、日
本
経
済
新
聞
、

産
経
新
聞
な
ど
に
多
数
執
筆
。

日本総合研究所理事長
高 橋 　 進

高
ま
る
海
外
リ
ス
ク

高
ま
る
海
外
リ
ス
ク

高
ま
る
海
外
リ
ス
ク

ー
国
内
民
間
需
要
を
テ
コ
入
れ
せ
よ
ー

　
国
家
公
務
員
の
民
間
企
業
等
へ
の
再
就
職
は
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
国
家
公
務
員
法
で
は
、

公
務
の
公
正
性
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
確
保
す

る
た
め
、
次
の
３
つ
の
ル
ー
ル
を
設
け
て
い
ま
す
。

①
現
職
の
国
家
公
務
員
が
、
企
業
等
に
対
し
、
他

の
国
家
公
務
員
・
Ｏ
Ｂ
の
再
就
職
を
依
頼
す
る
こ
と

や
、
再
就
職
さ
せ
る
目
的
で
情
報
提
供
等
を
す
る

こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
現
職
の
国
家
公
務
員
が
、
利
害
関
係
企
業
等
に

対
し
、
在
職
中
に
求
職
活
動
す
る
こ
と
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

③
再
就
職
し
た
国
家
公
務
員
Ｏ
Ｂ
が
、
再
就
職
先

の
契
約
や
処
分
に
関
し
、
便
宜
を
図
る
よ
う
元
の

職
場
に
働
き
か
け
を
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。（
原
則
、
退
職
後
２
年
間
）

☆
☆
☆
☆
☆ 

各
企
業
へ
の
お
願
い 

☆
☆
☆
☆
☆

　
規
制
違
反
を
未
然
に
防
ぐ
観
点
か
ら
、
国
家
公

務
員
・
Ｏ
Ｂ
に
こ
う
し
た
行
為
を
求
め
な
い
よ
う
、

ま
た
、
規
制
違
反
が
疑
わ
れ
る
行
為
を
見
聞
き
し

た
場
合
に
は
、
左
記
連
絡
先
ま
で
情
報
提
供
い
た

だ
く
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

内
閣
府 

再
就
職
等
監
視
委
員
会
事
務
局

電
話 

０
３‐

６
２
６
８‐

７
６
６
０
〜
７
６
６
８

URL

：http://w
w
w
5.cao.go.jp/kanshi/index.htm

lt

国
家
公
務
員
の
再
就
職
等

規
制
に
ご
協
力
を

お
問
合
せ
先

　

正
社
員
経
験
が
少
な
い
求
職
者

が
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
制
度
を
活
用

し
、
正
社
員
を
目
指
す
導
入
事
例

発
表
が
十
月
二
八
日
（
水
）、
沖

縄
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
。（
参
加
者
・
四
〇
名
）

　

本
制
度
を
活
用
し
た（
株
）ラ
イ

フ
テ
ラ
ス
う
ら
に
し（
介
護
事
業
）

の
新
城
邦
子
代
表
取
締
役
は
、「
訓

練
実
施
に
よ
り
仕
事
に
対
す
る
具

体
的
な
取
り
組
み
方
を
取
得
で
き

た
。
仕
事
の
正
確
性
だ
け
で
は
な

く
、
段
取
り
や
理
念
の
構
築
に
も

好
影
響
を
与
え
た
。

ま
た
、
役
割
や
仲
間
意
識
が
持
て
、

責
任
感
や
時
間
内
に
仕
事
を
終
え

る
手
順
等
、
仲
間
に
も
配
慮
し
た

仕
事
を
意
識
で
き
た
。」
と
発
表

し
た
。

　

次
に（
有
）セ
ル
リ
ア
ン
ネ
ッ
ト

（
情
報
通
信
業
）
で
は
、
同
社
を

担
当
し
た
宮
古
島
商
工
会
議
所
の

宮
川
八
重
子
推
進
員
が
、「
必
要

な
知
識
と
ス
キ
ル
に
つ
い
て
質
の

高
い
訓
練
が
実
施
で
き
た
。
同
レ

ベ
ル
の
訓
練
実
施
は
中
小
企
業
に

は
負
担
が
大
き
い
が
、
助
成
金
活

用
に
よ
り
経
費
負
担
軽
減
に
も
な

り
、
社
員
の
意
識
向
上
と
業
務
拡

大
、
経
営
基
盤
の
確
立
に
役
立
て

て
欲
し
い
。」
と
導
入
事
例
を
発

表
し
た
。

　

最
後
に
山
里
制
度
普
及
推
進
員

か
ら
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

「
企
業
内
人
財
育
成
推
進
助
成
金
」

の
説
明
が
あ
り
、
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー

ド
フ
ェ
ア
を
終
了
し
た
。

ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
制
度
を
活
用
し
て
正
社
員
採
用

ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
フ
ェ
ア
開
催
！（株）ライフスタイルうらにし新城邦子代表取締役

（
有
）セ
ル
リ
ア
ン
ネ
ッ
ト
の
事
例
発
表
／

宮
古
島
商
工
会
議
所
の
宮
川
八
重
子
推
進
員
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沖
縄
県
観
光
お
み
や
げ
品
公
正
取
引
協

議
会
（
会
長
：
松
本
元
一
）
は
、
一
〇
月
六

日
沖
縄
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
第

三
回
食
品
表
示
検
定
試
験
（
中
級
）
対
策
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
来
る
一
一
月
二
二
日

（
日
）
に
行
わ
れ
る
食
品
表
示
検
定
中
級
試

験
の
為
の
対
策
講
座
で
あ
り
、
食
品
表
示
検

定
協
会
主
催
に
よ
る
全
国
主
要
６
都
市
（
沖

縄
含
ま
れ
ず
）
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
試
験

対
策
セ
ミ
ナ
ー
」
と
同
様
に
、
検
定
協
会
認

定
講
師
を
迎
え
認
定
テ
キ
ス
ト
の
重
要
ポ
イ

ン
ト
を
解
説
、
実
力
診
断
テ
ス
ト
を
交
え
な

が
ら
と
り
行
わ
れ
た
。

　

講
師
は
、（
株
）
消
費
経
済
研
究
所
チ
ー

フ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ス
ト
の
佐
々
木
康
夫
（
さ
さ

き　

や
す
お
）
氏
を
お
迎
え
し
セ
ミ
ナ
ー
を

行
っ
た
。（
受
講
者
二
○
名
）

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
平
成
二
七
年
四
月

一
日
に
施
行
さ
れ
た
「
食
品
表
示
法
」
の
新

法
を
基
に
、
生
鮮
食
品
や
加
工
食
品
の
表
示

方
法
、
食
品
添
加
物
、
栄
養
成
分
表
示
、
ア

レ
ル
ギ
ー
表
示
な
ど
を
学
習
し
た
。

　

食
品
表
示
は
、
消
費
者
に
と
っ
て
そ
の
食

品
の
品
質
を
判
断
し
選
択
す
る
上
で
、
な
く

て
は
な
ら
な
い
情
報
源
で
あ
り
、
近
年
、
消

費
者
の
信
頼
を
根
底
か
ら
揺
る
が
す
よ
う
な

食
品
表
示
に
関
わ
る
事
件
が
発
生
し
、
食
品

表
示
に
対
す
る
関
心
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

い
る
。　
　

　

専
門
的
な
知
識
を
得
る
こ
と
に
よ
り
日
ご

ろ
の
業
務
に
活
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け

で
な
く
、
食
品
表
示
に
関
し
て
消
費
者
よ
り

質
問
を
受
け
た
場
合
に
も
対
応
で
き
る
セ
ミ

ナ
ー
で
も
あ
っ
た
。

食
品
表
示
検
定
試
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー 

開
催

沖
縄
県
観
光
お
み
や
げ
品
公
正
取
引
協
議
会
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•  １０月の全産業合計の業況ＤＩは、▲１７．５と、前月から▲０．２ポイントのほぼ横ばい。秋の行楽シーズ
ンと 中国の大型連休に伴い好調だった観光関連や住宅投資の持ち直しなどが下支えするほか、一部では、ガソ
リンや原材料などの価格下落の 恩恵を指摘する声も伺える。他方、人手不足や人件費の上昇、価格転嫁の遅れ
などが足かせとなり、業績改善のテンポがばらつく中、 中国経済の減速や消費者のマインドの鈍さを受けて、
中小企業の景況感は足踏み状況にある。

•  先行きについては、先行き見通しＤＩが▲１６．０（今月比＋１．５ポイント）と改善するものの、「悪化」
から 「不変」への変化が主因であり、実体はほぼ横ばいの見込み。観光需要や住宅投資の拡大のほか、設備投
資、公共工事の持ち直し、冬の 賞与増などへの期待感はあるものの、中国経済減速の影響や消費低迷の長期化
を懸念する声も聞かれる。先行きの不透明感が増す中、 人手不足や人件費の上昇、価格転嫁の遅れなどの課題
を抱える中小企業では、景気回復や自社の業績改善への確信が持てず、慎重な見方が 続く。

業況ＤＩは、横ばいで推移。業況ＤＩは、横ばいで推移。
先行きも好材料乏しく、一進一退の動きが続く先行きも好材料乏しく、一進一退の動きが続く

11月LOBO（早期景気観測）調査

●売上面では、全産業合計の売上ＤＩは▲６．１と、前月から改善。産業別にみると、卸売業でほぼ横ばい、その他の４
業種で改善した。。  

●採算面では、全産業合計の採算ＤＩは▲１４．８と、前月から改善。産業別にみると、建設業でほぼ横ばい、卸売業で
悪化、その他の３業種で改善した。 

●資金繰り面では、全産業合計の資金繰りＤＩは▲１１．３と、前月から改善。産業別にみると、建設業、製造業で改善、
小売業で悪化、その他の２業種でほぼ横ばい。   

●仕入価格面では、全産業合計の仕入単価ＤＩは▲３６．４と、前月から改善。産業別にみると、小売業でほぼ横ばい、
その他の４業種で改善した。   

●従業員面では、全産業合計の従業員ＤＩは１６．３と、前月からほぼ横ばい。産業別にみると、サービス業で人手不足
感が強まり、その他の４業種はほぼ横ばい。

【建設業】からは、「大型案件は乏しいが、リフォームを中心に住宅関連の受注が増加」（建築工事業）、「社屋や工場、店
舗の新増築など、投資関連の引き合いが出始めている」（一般工事業）、「燃料価格下落の恩恵はあるものの、人件費の負
担増が続く。また、受注の見通しも分からないため、先行きが不安」（土木工事業）などの声が寄せられている。 

【製造業】からは、「行楽シーズンを迎え、生産水準を引き上げている。販売部門は、キャンペーンによる販促が奏功し、
売上が好調」（食料品製造・販売業）、「取引先が海外から国内での調達にシフト。受注が伸びていることから、新規設備
投資を行う予定」（陶磁器製造業）、「中国の景気減速の影響が心配だが、今のところ、国内向けを中心に前年度並みの受
注を確保できている」（産業用機械部品製造業）などの声が寄せられている。

【卸売業】からは、「９月の天候不順の影響から、葉物野菜をはじめ青果物の仕入価格が高止まりし、採算は厳しい」（農
産物卸売業）、「年末商戦向けの受注増が予想されるため、パートの採用募集をしているが、予定の半数しか確保できて
いない」（食料品卸売業）、「受注が伸び悩んでいるため、新商品の投入や営業職などの人材育成を検討している」（工業
用ゴム製品等卸売業）などの声が寄せられている。

【小売業】からは、「インバウンドの好調が続くほか、天候に恵まれ、地元客の来店も増加。婦人服などの秋冬物の衣料
品や高額品の売れ行きが良かった」（百貨店）、「隣県に新規出店を計画しているが、従業員確保が課題。シニアや女性の
活用を進める予定」（食料品・日用品スーパー）、「来街者は徐々に増えているものの、不要な支出を控える消費者が多い
ため、小売店は苦戦している」（商店街）などの声が寄せられている。

【サービス業】からは、「売上は伸びているが、生鮮含め食料品の仕入価格が高止まり。販売価格への転嫁が進んでおらず、
楽観できない」（飲食店）、「晴天が続いたことから、観光客が増加。県が発行した旅行券の効果もあり、年明け以降も売
上増が期待できる」（旅館業）、「整備士が不足しているため、受注を抑制せざるを得ない」（自動車整備業）などの声が
寄せられている。
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•  １０月の全産業合計の業況ＤＩは、▲１７．５と、前月から▲０．２ポイントのほぼ横ばい。秋の行楽シーズ
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リンや原材料などの価格下落の 恩恵を指摘する声も伺える。他方、人手不足や人件費の上昇、価格転嫁の遅れ
などが足かせとなり、業績改善のテンポがばらつく中、 中国経済の減速や消費者のマインドの鈍さを受けて、
中小企業の景況感は足踏み状況にある。

•  先行きについては、先行き見通しＤＩが▲１６．０（今月比＋１．５ポイント）と改善するものの、「悪化」
から 「不変」への変化が主因であり、実体はほぼ横ばいの見込み。観光需要や住宅投資の拡大のほか、設備投
資、公共工事の持ち直し、冬の 賞与増などへの期待感はあるものの、中国経済減速の影響や消費低迷の長期化
を懸念する声も聞かれる。先行きの不透明感が増す中、 人手不足や人件費の上昇、価格転嫁の遅れなどの課題
を抱える中小企業では、景気回復や自社の業績改善への確信が持てず、慎重な見方が 続く。

業況ＤＩは、横ばいで推移。業況ＤＩは、横ばいで推移。
先行きも好材料乏しく、一進一退の動きが続く先行きも好材料乏しく、一進一退の動きが続く

11月LOBO（早期景気観測）調査

●売上面では、全産業合計の売上ＤＩは▲６．１と、前月から改善。産業別にみると、卸売業でほぼ横ばい、その他の４
業種で改善した。。  

●採算面では、全産業合計の採算ＤＩは▲１４．８と、前月から改善。産業別にみると、建設業でほぼ横ばい、卸売業で
悪化、その他の３業種で改善した。 

●資金繰り面では、全産業合計の資金繰りＤＩは▲１１．３と、前月から改善。産業別にみると、建設業、製造業で改善、
小売業で悪化、その他の２業種でほぼ横ばい。   

●仕入価格面では、全産業合計の仕入単価ＤＩは▲３６．４と、前月から改善。産業別にみると、小売業でほぼ横ばい、
その他の４業種で改善した。   

●従業員面では、全産業合計の従業員ＤＩは１６．３と、前月からほぼ横ばい。産業別にみると、サービス業で人手不足
感が強まり、その他の４業種はほぼ横ばい。

【建設業】からは、「大型案件は乏しいが、リフォームを中心に住宅関連の受注が増加」（建築工事業）、「社屋や工場、店
舗の新増築など、投資関連の引き合いが出始めている」（一般工事業）、「燃料価格下落の恩恵はあるものの、人件費の負
担増が続く。また、受注の見通しも分からないため、先行きが不安」（土木工事業）などの声が寄せられている。 

【製造業】からは、「行楽シーズンを迎え、生産水準を引き上げている。販売部門は、キャンペーンによる販促が奏功し、
売上が好調」（食料品製造・販売業）、「取引先が海外から国内での調達にシフト。受注が伸びていることから、新規設備
投資を行う予定」（陶磁器製造業）、「中国の景気減速の影響が心配だが、今のところ、国内向けを中心に前年度並みの受
注を確保できている」（産業用機械部品製造業）などの声が寄せられている。

【卸売業】からは、「９月の天候不順の影響から、葉物野菜をはじめ青果物の仕入価格が高止まりし、採算は厳しい」（農
産物卸売業）、「年末商戦向けの受注増が予想されるため、パートの採用募集をしているが、予定の半数しか確保できて
いない」（食料品卸売業）、「受注が伸び悩んでいるため、新商品の投入や営業職などの人材育成を検討している」（工業
用ゴム製品等卸売業）などの声が寄せられている。

【小売業】からは、「インバウンドの好調が続くほか、天候に恵まれ、地元客の来店も増加。婦人服などの秋冬物の衣料
品や高額品の売れ行きが良かった」（百貨店）、「隣県に新規出店を計画しているが、従業員確保が課題。シニアや女性の
活用を進める予定」（食料品・日用品スーパー）、「来街者は徐々に増えているものの、不要な支出を控える消費者が多い
ため、小売店は苦戦している」（商店街）などの声が寄せられている。

【サービス業】からは、「売上は伸びているが、生鮮含め食料品の仕入価格が高止まり。販売価格への転嫁が進んでおらず、
楽観できない」（飲食店）、「晴天が続いたことから、観光客が増加。県が発行した旅行券の効果もあり、年明け以降も売
上増が期待できる」（旅館業）、「整備士が不足しているため、受注を抑制せざるを得ない」（自動車整備業）などの声が
寄せられている。
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❶  年賀広告募集について
❷  企業PR便のご案内
❸  経営安定特別相談室のご案内
❹  経営者のための事業承継セミナー
❺  NBCコンサルタンツ（株）
❻  那覇市バリアフリー改装補助事業
❼  夕学講座

❽  年末調整・法定調書等講習会
❾  顧客を見直して経営戦略を構築!
10  プレゼンテーションスキル向上セミナー
11  第38回那覇市長賞候補商品公募のお知らせ
12  労働関係法令セミナー
13  租税講演会

今月のお知らせ


